
いきいき活動通信シニア団体

　シニア団体活動支援事業は、元気な高齢者が地域の活動に参加するきっかけをつくり、高齢者の社会参加と
自主的活動を促進し、高齢者の生きがいと健康づくりを目的としております。この広報誌では、年齢を感じ
させず、いきいきと活動している本事業登録団体をご紹介します。
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「
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小
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で
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味
が
あ
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ろ
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ね
？
」。
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導
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迎
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。
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平成30年11月に行われた
「第７回定期演奏会・20周年記念演奏会」の様子。

前列右から４番目が本会の常任指揮
者の蔵田堯氏、その右隣が会長の福
島紀子氏。

秋に行われる「おかあさん合唱祭」に
向けて１月から曲の練習を始めていく。

「健康のため、勝負へ
のこだわり、人との
交流など会員の楽し
み方は様々です。そ
の基本はケガ無く楽
しむことですね」と
岡田昇会長。

「うわぁまた○ちゃんがサーブか～！」
など、たくさんの掛け合いと共に、ラバー
バレーボール（通常のボールより柔らか
い）を楽しむ。

この日の参加者は20名。室内と言えど体
育館の気温はかなり低かったが、楽しさ
と笑いの熱気で満ち溢れていた。



〈青木第二長寿会について〉
　飯野町は11年前に福島市と合併し、市の最南東に位置するのが青木地
区である。かつては農業を営む世帯も多かったが、現在は近在する会社
や工場に勤務する世帯も多い。現在の本会を構成する会員の多くは高齢
化し、新人の入会が望まれている状況である。そのためには、今までの
行事に加えて、魅力ある行事を実施していくことで本会の楽しさをアピー
ルしていきたいというのが本年度の目標となった。

〈大賑わいとなった「大収穫祭」〉
　昨年11月、飯野町の伝統行事の一つである吊るし雛を野菜・魚に形を
変え、「大収穫祭～野菜と果実のつるし雛展～」と銘打ち飯野学習センター
青木分館にて展示を行った。８月から準備を進め、当日は展示とともに文化発表会なども行い、のべ300名以
上の来場者があった。新しい事業を進めていくことの面白さ、それぞれの得意分野を生かした係分けなど、ひと
り一人が「主役」となり取り組めた結果、様々な面で大きな「収穫」を得た事業となった。

〈顔を輝かせて取り組む姿〉
　会長の青木氏は、「長寿会としてまずは自分達自身がやって楽しいことが基本。そして、昔取った杵柄を本会
にて活かしてもらいながら、役割をもって活躍してもらうことに意味がある。」と話す。さらに今後は、若い人
を巻き込みながら地域一体となり進めていきたいとのことである。行政・町内会・育成会・学校・包括等との連
携基盤を活かしつつ、どう展開をしていくかが課題であり楽しさであるとのことである。「我ら長寿会の自慢す
べきところは、さまざまな事業に積極的に参加していること。
事業に取り組むときの会員一人一人の顔が輝いている。」これ
からの青木地区の活躍に期待したい。

青木第二長寿会

元気な町内会の活動報告（高齢者支え合いコミュニティ支援事業）

　福島県では平成28年度から、元気な高齢者が身近な地域で社会活動に参加するきっかけをつくり、健康でいきいきと
生活している町内会の取組を支援しています。本年度支援団体をご紹介させて頂きます。

市 町 村 福島市飯野町
代　　表 会長　青木良仁（あおきよしひと）

加入世帯数 45世帯 所属人数 57名

●発行元・問合せ先　社会福祉法人福島県社会福祉協議会　いきいき長寿課
　〒960-8141　福島市渡利字七社宮字111番地　福島県総合社会福祉センター３階　TEL（024）524－2224　FAX（024）524－2228

取材日は今年度行った事業を映像で振り返りな
がら、来年に向けてどんなことをやりたいか会
員皆で話し合っていた。

「大収穫祭」で飾った作品のうちの一つ。大小
さまざまな豆が可愛らしい。

「大収穫祭」に向けての準備作業。裁縫の得意
な会員を中心に、作業とおしゃべりが同時並行
で進み、楽しい時間となった。

「大収穫祭」が大変盛況だったため、「飯野つる
し雛祭り」への参加も決定した。

会長自作の看板とともに、会員
それぞれの「輝いた顔」が垣間
見える。

会長の青木良仁さんは元高校の美術教師。
上記の「春夏秋冬・四季のいいの」もすべ
て手作り。


